
議会からのたより
第53号

議会の主な動き
( 令和４年 11 月～令和 5 年 1 月）

11 月１日
　道道名寄遠別線特
定交付金（宇遠別ト
ンネル工事）貫通式
に議長出席
11 月３日
　令和４年度遠別町
表彰式に議長外議員
多数出席
11 月７日
　第２回議会改革検
討特別委員会開催
11 月８日～ 11日
　第 66 回町村議会
議長全国大会及び留
萌管内町村議会議長
会行政視察出席のた
め議長東京都、石川
県に出張
11月 22日～ 23日
　北海道後期高齢者
医療広域連合議会定
例会出席のため議長
札幌市に出張
11月 24日～ 25日
　北海道町村議会議
員公務災害補償等組
合議会臨時会及び北
海道町村議会議長会
理事会出席のため議
長札幌市に出張

11 月 28日
　第４回議会運営委
員会開催
12 月 12日
　第３回議会改革検
討特別委員会開催
１月８日
　令和５年遠別町 20
歳を祝う会に議長外
議員多数出席
１月 11日
　第１回議会報発行
特別委員会開催
１月 15日
　留萌駐屯地新春交
礼会出席のため議長
留萌市に出張
１月 20日
　第１回議会全員協
議会開催
　令和５年遠別商工
会新年宴会に議長出
席
１月 30日
　第２回議会報発行
特別委員会開催

◆
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

◆
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

◆
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

　
【
一
般
会
計
】

◆
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委

託
料　
　
　

３
６
万
３
千
円
新
規

◆
障
害
者
自
立
支
援
給
付
支
払
等
シ

ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

２
２
万
円
新
規

　
12
月
12
日
か
ら
12
月
13
日
の
２
日

間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
報
告
２

件
、
補
正
予
算
６
件
、
条
例
改
正
３

件
、
発
議
４
件
、
意
見
案
１
件
の
合

計
16
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質

問
は
、
山
本
議
員
、
小
森
議
員
の
２

名
が
行
い
、
会
期
を
１
日
残
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
状
況

◆
町
立
診
療
所
建
設
工
事
の
進
捗
状

況
《
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
》

◆
令
和
５
年
遠
別
町
新
年
交
礼
会

◆
令
和
４
年
度
第
一
次
産
業
の
生
産

状
況

◆
令
和
４
年
度
工
事
等
の
発
注
状
況

◆
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
大
会
の
結
果

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会
町
内
所
管

事
務
調
査
報
告

◆
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
町
内
所
管

事
務
調
査
報
告

◆
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

第
８
回
定
例
会

行
政
報
告

報　
告

主
な
補
正
予
算

審
議
事
項
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議会からのたより
第53号

◆
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
支
援
事
業
補

助
金　
　
　
　

１
８
８
万
円
新
規

◆
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
費
補

助
金
（
経
営
開
始
資
金
）

３
０
０
万
円
新
規

◆
土
地
改
良
区
災
害
復
旧
事
業
補
助

金　
　
　
　
　

８
４
０
万
円
新
規

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

◆
事
業
状
況
報
告
シ
ス
テ
ム
改
修
経

費
負
担
金　

１
６
万
５
千
円
新
規

【
簡
易
水
道
特
別
会
計
】

◆
町
道
共
栄
線
第
２
共
栄
橋
配
水
管

布
設
替
工
事　

３
０
０
万
円
新
規

◆
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
の
延
期

（
中
止
）
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
者　

山
本
議
員

　

賛
成
者　

木
村
議
員
、
白
井
議
員

　

意
見
案
は
12
月
12
日
の
議
会
定
例

会
で
採
択
さ
れ
、
国
の
関
係
機
関
に

送
付
し
た
。

意
見
案

町
長
か
ら
の
行
政
報
告（
抜
粋
）

町
長
か
ら
の
行
政
報
告（
抜
粋
）

第
８
回
定
例
会

町
立
診
療
所
建
設
工
事
の

進
捗
状
況

　

現
段
階
で
の
工
事
の
進
捗
状
況

は
、13・４
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

施
工
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
１

階
床
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
ま
で
の

実
施
と
な
っ
て
お
り
、
冬
期
間
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
冬
期
間
の
養
生
が
必
要
と

な
る
こ
と
と
、
ま
た
、
品
質
管
理

上
の
観
点
か
ら
実
施
し
な
い
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
在
、

３
月
上
旬
ま
で
冬
期
休
業
期
間
と

な
っ
て
お
り
、
現
場
代
理
人
に
よ

る
現
場
内
の
管
理
の
み
を
行
っ
て

い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影

響
に
よ
る
資
材
の
供
給
面
で
の
制

約
等
が
見
受
け
ら
れ
る
状
況
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
工
期
内
の
完
成
に

向
け
ま
し
て
、
工
事
の
安
全
確
保

と
適
切
な
監
理
執
行
に
努
め
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
１
月
30
日
の
１
日
間
を
会
期
と
し

て
開
催
し
、
補
正
予
算
１
件
の
議
案

が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛
苑

（
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
）
の
事
業
運

営　
　
《
詳
細
は
下
記
の
と
お
り
》

◆
飼
料
価
格
高
騰
対
策
支
援
金

　
　
　
　

８
７
０
万
円
新
規

◆
旭
温
泉
施
設
費
修
繕
料

６
０
万
３
千
円
増

町
長
か
ら
の
行
政
報
告（
抜
粋
）

町
長
か
ら
の
行
政
報
告（
抜
粋
）

第
１
回
臨
時
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛
苑

（
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
）
の
事
業
運
営

　

令
和
５
年
１
月
11
日
、
社
会
福

祉
法
人
湯
ら
ん
福
祉
会
理
事
長
が

来
庁
し
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
事

業
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
「
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム 

ユ
ニ
ッ
ト
型
個

室
」
に
つ
い
て
、
本
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
事
業
を
休
止
す
る
旨
の

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

行
政
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
事

業
の
継
続
を
希
望
い
た
し
ま
し
た

が
、
介
護
人
材
の
確
保
が
困
難
な

状
況
に
あ
り
、
人
員
配
置
基
準
を

下
回
る
こ
と
か
ら
、
や
む
な
く
事

業
を
休
止
す
る
に
至
っ
た
と
い
う

ふ
う
に
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

状
況
を
お
聞
き
し
た
上
で
、
ユ

ニ
ッ
ト
型
個
室
に
入
所
さ
れ
て
い

る
方
の
希
望
に
沿
う
よ
う
に
、
ま

た
、
適
切
な
対
応
を
行
う
よ
う
に

申
し
入
れ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
理
事
長
か
ら
は
「
入
所

者
及
び
家
族
の
方
に
事
業
休
止
の

お
詫
び
と
説
明
、
さ
ら
に
面
談
の

上
、
希
望
さ
れ
る
受
け
入
れ
先
等

に
つ
い
て
、協
議
を
進
め
て
い
く
。」

と
い
う
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

第
１
回
臨
時
会

行
政
報
告

主
な
補
正
予
算
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第  

８  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
３
年
が
経

過
し
よ
う
し
て
い
る
が
、
生

活
の
正
常
化
と
地
域
経
済
活
動
の
回

復
は
ま
だ
見
込
ま
れ
て
い
な
い
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣

言
は
解
除
さ
れ
た
が
、
自
粛
期
間
の

中
で
生
活
困
窮
世
帯
の
生
活
や
宿
泊

施
設
、
飲
食
店
等
を
中
心
に
事
業
所

が
以
前
の
状
態
に
戻
る
に
は
時
間
が

必
要
で
あ
る
。

　
国
・
道
・
町
の
経
済
支
援
、
生
活

支
援
が
実
施
さ
れ
た
が
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
も
あ
り
、
相
次

ぐ
値
上
げ
に
よ
る
物
価
高
騰
を
受

け
、
困
窮
す
る
世
帯
減
、
世
帯
や
子

育
て
世
帯
の
家
計
に
厳
し
さ
が
増

し
、
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
人
た

ち
が
増
え
て
い
る
と
聞
く
。
終
わ
り

の
見
え
な
い
中
で
、
町
民
の
多
く
は

い
つ
ま
で
こ
の
状
態
が
続
く
の
か
、

不
安
が
大
き
い
。
先
月
に
は
、
遠
別

町
で
も
多
く
の
人
た
ち
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
。そ
こ
で
、

次
の
２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
特
に
生
活
困

窮
世
帯
の
方
の
収
入
減
の
影
響
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
中
で
、
認

定
こ
ど
も
園
「
き
ら
り
」、
遠
別
小

学
校
、
遠
別
中
学
校
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
友
愛
苑
」
の
状
況
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
、
対
応
を
ど
の
よ

う
に
検
討
し
た
か
。

先
月
か
ら
今
月
に
か
け
て
、

町
内
で
も
大
勢
の
方
が
新
型

コ
ロ
ナ
に
感
染
さ
れ
、
残
念
な
が
ら

亡
く
な
っ
た
方
も
お
ら
れ
た
。
多
く

の
方
が
感
染
さ
れ
た
こ
と
は
、
北
海

道
の
発
表
等
で
ご
存
じ
の
こ
と
か
と

思
う
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
は
心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
役
場
窓
口
に
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
る
生
活
困
窮
の
ご
相

談
は
な
い
。
た
だ
し
、
相
談
が
あ
っ

た
場
合
に
つ
い
て
は
、
現
状
を
聞
い

た
上
で
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
各
種

相
談
機
関
を
紹
介
し
て
い
く
。

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
園

児
が
、
感
染
者
又
は
濃
厚
接
触
者
と

な
っ
た
場
合
に
、
保
護
者
か
ら
の
報

告
に
よ
り
状
況
把
握
に
努
め
て
い

る
。
感
染
者
が
出
た
場
合
に
お
い
て

も
、
通
常
ど
お
り
の
開
園
を
基
本
と

し
つ
つ
、
感
染
状
況
を
勘
案
し
な
が

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
に
お
い
て
、
休
園
や
短
時

間
保
育
の
閉
鎖
等
の
対
応
を
検
討
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
遠
別
小
学
校
・
中
学
校
に

関
し
て
は
、
感
染
者
及
び
濃
厚
接
触

者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
各
学
校
か

ら
教
育
委
員
会
へ
報
告
さ
れ
、
留
萌

教
育
局
に
報
告
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
北
海
道
教
育
委
員
会
の
基

準
と
し
て
、
学
校
活
動
の
中
で
１
ク

ラ
ス
２
名
以
上
の
感
染
者
が
出
た
場

合
、
学
級
閉
鎖
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
町
内
に
お
い
て
も
、
こ
の

基
準
に
沿
っ
て
、
こ
れ
ま
で
も
学
級

閉
鎖
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛
苑
に

つ
い
て
は
、
施
設
か
ら
福
祉
課
へ
の

報
告
に
よ
り
、
状
況
を
把
握
し
て
い

る
。
対
応
に
つ
い
て
は
、
保
健
所
と

相
談
を
し
な
が
ら
方
針
を
決
定
し
た

と
伺
っ
て
い
る
。
今
後
も
公
共
施
設

や
介
護
保
険
施
設
等
は
も
と
よ
り
、

町
民
の
皆
様
に
は
基
本
的
な
感
染
症

対
策
を
お
願
い
し
、
感
染
症
拡
大
を

抑
制
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

再　
質　
問

本
町
に
お
い
て
も
10
月
、
11

月
と
感
染
者
が
次
々
と
発
生

し
た
。
少
な
い
情
報
を
持
つ
、
不
安

に
思
う
町
民
は
少
な
く
な
い
と
思
う

が
、
学
級
閉
鎖
に
伴
う
子
ど
も
の
心

身
ケ
ア
な
ど
今
後
の
対
応
な
ど
基
準

を
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

感
染
拡
大
し
た
と
き
に
、
小
・

中
学
校
等
の
休
校
の
基
準
は
、

先
に
申
し
上
げ
た
、
１
ク
ラ
ス
で
２

人
以
上
感
染
者
が
出
た
場
合
は
、
学

級
閉
鎖
と
い
う
こ
と
で
取
り
扱
っ
て

い
る
。
そ
の
後
、そ
れ
が
何
ク
ラ
ス
、

何
学
年
に
も
拡
大
し
た
場
合
に
は
、

学
級
閉
鎖
で
は
な
く
、
閉
校
と
い
う

町
政
を
問
う

問

答

問答

山本議員　 問 コロナ感染症の状況把握と対応は？／町内会組織の再編等の考えは？

笹川町長　 答 関係機関等からの報告にて把握、対策本部で対応の検討／再編は考えてない
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問

問

取
り
扱
い
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
お
り
、
何
学
年
が
学
級
閉

鎖
に
な
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
感
染
症
の
対
策
本
部
を
役
場

の
中
で
持
っ
て
い
る
の
で
、
協
議
を

し
な
が
ら
、
学
校
閉
鎖
、
閉
校
っ
て

い
う
措
置
を
取
る
か
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

明
確
な
基
準
が
、
何
人
以
上
と
い

う
形
が
果
た
し
て
い
い
の
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
感
染
拡

大
の
傾
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

（
教
育
長
）

子
ど
も
が
感
染
、
濃
厚
接
触

に
な
る
と
、
学
校
に
は
当
然
、
登
校

で
き
な
い
形
に
な
る
の
で
、
あ
と
か

ら
先
生
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
、

学
校
と
の
通
信
で
や
り
取
り
を
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
に
感
染
、
濃
厚
接
触

に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
心
が
病

ん
で
い
る
と
言
っ
た
ら
言
い
方
は
悪

い
が
、
そ
う
い
う
子
ど
も
は
い
な
い

の
で
、
学
校
と
同
じ
よ
う
な
対
応
を

で
き
る
だ
け
と
る
よ
う
な
形
で
対
応

し
て
い
く
。

町
内
会
組
織
は
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
、
特
に
農
村

地
域
の
人
口
減
少
が
確
実
に
進
み
、

自
治
会
活
動
の
推
進
に
大
き
く
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
ま
た
、
町
内
会

離
れ
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
災
害

時
に
は
町
内
会
、
自
治
会
等
、
助
け

合
い
が
必
要
で
あ
り
、
生
活
を
守
る

上
か
ら
も
し
っ
か
り
と
し
た
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
将
来
的
に
組
織
の
再

編
、
広
域
化
の
考
え
は
あ
る
か
。

現
代
社
会
に
お
い
て
、
人
口

減
少
に
加
え
、単
身
、核
家
族
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
、
世
帯
構

成
も
様
々
で
そ
の
世
帯
ご
と
に
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
違
う
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
車
社
会
、

コ
ン
ビ
ニ
文
化
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
誰
と
で

も
繋
が
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
環

境
な
ど
、
町
内
会
と
し
て
共
に
助
け

合
う
機
会
は
変
化
し
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

町
内
会
活
動
の
必
要
性
は
、
町
内

会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
も

と
よ
り
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理

な
ど
の
衛
生
・
環
境
美
化
、
災
害
発

生
時
の
助
け
合
い
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
開
催
等
に
よ
る
交
流
が
活

動
の
大
き
な
柱
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
一
助
と
し
て
各
町
内
会
自

主
防
災
組
織
に
よ
る
要
支
援
者
名
簿

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
し

か
し
、近
年
で
は
人
口
減
少
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
活
動
に
も
支
障
を
き
た
し

て
い
る
町
内
会
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
、
今
ま
で
の
町
内
会
活

動
の
経
緯
や
組
織
の
バ
ラ
ン
ス
も
考

え
、
現
段
階
で
は
行
政
側
か
ら
の
再

編
は
考
え
て
い
な
い
。

再　
質　
問

町
民
の
方
々
か
ら
町
内
会
組

織
と
し
て
の
活
動
が
大
変
と

い
う
声
を
多
く
聞
い
て
い
る
。
一

度
、
町
民
に
町
内
会
に
つ
い
て
の
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
べ
き
で
は
な

い
か
。町

内
会
活
動
と
し
て
大
変
だ

と
思
っ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
伺
っ
て
い
か
な
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

た
だ
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
こ
の

町
内
会
組
織
そ
の
も
の
が
、例
え
ば
、

町
内
会
に
よ
っ
て
は
会
館
を
持
っ
て

い
る
町
内
会
、
持
っ
て
な
い
町
内
会

と
様
々
な
町
内
会
が
あ
る
。
町
内
会

で
財
産
を
持
つ
こ
と
は
、
何
年
か
前

か
ら
地
縁
団
体
に
よ
る
共
有
の
財
産

と
し
て
町
内
会
の
会
館
を
登
記
す
る

場
合
や
、
行
政
側
と
し
て
そ
の
町
内

会
に
用
意
す
る
会
館
も
あ
る
。
様
々

な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
の
で
、
一
概
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
と
い
う
の
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
最
終

的
に
は
町
民
の
皆
さ
ん
、
町
内
会
の

皆
さ
ん
方
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
、
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
は

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
を
す

ぐ
や
る
か
ど
う
か
、
い
ろ
い
ろ
問
題

も
あ
る
が
、
改
め
て
そ
の
町
内
会
の

住
民
に
な
っ
た
と
き
に
、
会
員
に

な
っ
た
と
き
に
、
町
内
会
の
進
め
る

行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、
町
内
会

活
動
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
住
民
が

増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
望
む
。

答

答
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小森議員　 問 住宅解体費用の助成をできないか/工業誘致奨励条例の見直しの進捗状況は？

笹川町長　 答 不公平感も出るため慎重に検討 / 改廃等も含め時間をいただきたい。

空
き
家
は
、空
き
家
バ
ン
ク
登

録
、リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
再
利

用
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ

る
。し
か
し
、利
用
に
値
し
な
い
建
物

も
見
受
け
ら
れ
、危
険
防
止
及
び
衛

生
環
境
の
観
点
か
ら
も
、解
体
撤
去

し
街
並
み
景
観
の
整
備
が
必
要
と
考

え
、次
の
２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
住
宅
や
建
物
な
ど
の
解
体
費
用
の

助
成
制
度
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
建
築
物
撤
去
後
の
土
地
に
、固
定

資
産
税
の
減
免
制
度
も
併
せ
て
考
え

て
は
ど
う
か
。

過
疎
化
の
進
行
と
と
も
に
空

き
家
が
増
加
し
、そ
の
要
因
は

高
齢
化
に
伴
い
施
設
へ
の
入
所
、ま
た

は
、子
ど
も
の
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
る

ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。

　

本
来
、個
人
が
所
有
す
る
物
件
は
、

個
人
が
整
理
す
る
こ
と
が
第
一
条
件

で
あ
る
が
、多
額
の
費
用
が
か
か
り
、

理
想
ど
お
り
に
行
わ
れ
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。助
成

制
度
は
、解
体
は
し
た
い
が
費
用
負

担
が
大
き
く
、資
金
面
で
解
体
に
躊

躇
さ
れ
て
い
る
所
有
者
に
対
し
有
効

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。危
険
防
止
、

衛
生
環
境
及
び
景
観
整
備
の
観
点
か

ら
、今
後
、解
体
促
進
に
向
け
て
、対

象
と
な
る
建
物
の
区
域
、建
物
の
条

件
及
び
ど
れ
く
ら
い
の
助
成
金
額
が

効
果
的
で
あ
る
か
な
ど
検
討
し
た
い
。

　

解
体
後
の
土
地
の
固
定
資
産
税
の

減
免
措
置
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、固

定
資
産
税
の
減
免
は
、地
方
税
法
第

３
６
７
条
の
規
定
に
よ
り
、天
災
そ

の
他
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
固
定
資
産
税
の
減
免
を
必
要
と

す
る
と
認
め
る
者
、貧
困
に
因
り
生

活
の
た
め
公
私
の
扶
助
を
受
け
る
者

そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
者
に
限

り
、当
該
市
町
村
の
条
例
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、減
免
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、特
別
の
事
情
と
は
、客
観
的
に

見
て
、担
税
能
力
を
喪
失
し
た
場
合
、

公
益
上
の
必
要
が
あ
る
場
合
な
ど
と

考
え
ら
れ
る
。

　

住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の

特
例
と
し
て
、地
方
税
法
に
基
づ
き

行
わ
れ
て
い
る
住
宅
の
解
体
に
よ
り

軽
減
が
な
く
な
る
こ
と
が
、特
別
な

事
情
に
該
当
す
る
と
は
考
え
て
い
な

い
。さ
ら
に
税
負
担
の
公
平
の
原
則
が

あ
る
。大
切
な
町
の
自
主
税
源
で
あ

り
、減
免
措
置
は
考
え
て
い
な
い
。

再　
質　
問

空
き
家
に
つ
い
て
は
過
去
に
、

危
険
、老
朽
家
屋
、空
き
家
対

策
事
業
を
や
っ
て
い
た
と
思
う
。こ
れ

は
、町
の
中
だ
け
だ
っ
た
か
と
思
う

が
、や
は
り
そ
う
い
う
も
の
も
踏
ま

え
、景
観
、危
険
、衛
生
面
も
重
視
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。検
討
で
は
な

く
、５
年
度
に
助
成
制
度
の
策
定
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
解
体
後
、固
定
資
産
税
が
減
免
で

き
な
い
明
確
な
理
由
と
税
額
に
つ
い

て
、周
知
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
の
状
況
と
し
て
は
、危
険
空

き
家
等
に
つ
い
て
は
、屋
根
が

飛
ぶ
よ
う
な
と
き
は
、緊
急
に
消
防

に
お
願
い
し
て
押
さ
え
て
も
ら
う
対

応
は
、全
て
そ
れ
が
で
き
る
か
ど
う
か

は
今
後
、な
か
な
か
難
し
い
と
思
っ
て

い
る
。個
人
の
財
産
だ
っ
て
い
う
こ
と

が
、一
つ
の
大
き
な
隘
路
に
な
っ
て
る

こ
と
も
、理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

個
人
に
対
し
て
ど
う
い
っ
た
財
政

措
置
を
す
る
の
か
、こ
れ
は
、お
し
な

べ
て
皆
さ
ん
方
が
そ
う
い
う
状
況
に

な
っ
て
い
れ
ば
、こ
れ
は
政
策
と
し
な

け
れ
ば
と
思
う
が
、特
定
の
個
人
に

対
す
る
助
成
は
ど
う
な
の
か
と
の
思

い
も
あ
る
。決
し
て
見
や
す
い
景
観
状

況
で
は
な
い
こ
と
は
重
々
理
解
し
て

い
る
。

　

建
物
を
解
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

固
定
資
産
税
が
一
般
的
に
は
そ
の
６

倍
に
な
る
と
か
と
い
う
話
も
あ
る
が
、

町
内
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税

額
と
い
う
の
は
更
地
で
あ
っ
て
も
そ

ん
な
極
端
に
跳
ね
上
が
る
よ
う
な
状

況
で
は
な
い
。

　

最
終
的
に
個
人
の
財
産
に
つ
い
て
、

遠
別
の
場
合
は
特
に
、建
物
の
持
ち

主
と
下
の
土
地
が
違
う
と
い
う
こ
と

が
結
構
あ
る
の
で
、そ
の
辺
の
整
理
を

し
な
が
ら
近
い
将
来
に
向
け
て
、ど

う
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
打

ち
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。明
年
度
す
ぐ
と
い
う
話
に
な
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
、内
部
で
協
議
を

し
た
い
と
思
う
の
で
、こ
の
点
に
つ
い

て
は
、ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問答
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再　

　々
質　
問

こ
の
町
も
、な
ご
ー
み
、病
院
、

中
学
校
、い
ろ
い
ろ
な
施
設
が

新
し
い
形
を
迎
え
て
い
く
中
、古
い

建
物
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
の
は
、

町
長
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、個
人
の

財
産
と
い
う
の
は
、こ
れ
は
と
て
も

足
か
せ
に
な
る
と
は
思
う
。

　
し
か
し
、実
際
、過
去
に
実
施
し
て

い
た
と
思
う
が
、こ
の
事
業
を
復
活

さ
せ
て
、次
年
度
は
無
理
か
も
し
れ

な
い
が
、６
年
度
に
政
策
を
立
ち
上

げ
ら
れ
な
い
か
。

例
え
ば
、昨
年
や
今
年
に
建
物

を
解
体
し
た
方
か
ら
も
、何
で

と
い
う
よ
う
な
思
い
も
持
た
れ
な
い

と
も
限
ら
な
い
の
で
、慎
重
に
考
え
て

い
か
な
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。令
和

５
年
度
か
ら
す
ぐ
や
る
と
な
っ
た
と

き
に
、や
は
り
不
公
平
感
が
出
て
く

る
こ
と
も
あ
り
、そ
こ
を
調
整
す
る
こ

と
が
、大
き
な
課
題
だ
と
思
う
。決
し

て
、後
ろ
向
き
の
考
え
で
は
な
い
。

「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」に
よ
る
、少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
、ま
た
地
域
活
性
化

対
策
に
、地
域
の
特
性
を
生
か
す
政

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
遠
別
町
も
、法
人
や
個
人
に
よ
る
、

ふ
る
さ
と
納
税
、地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
の
移
住
な
ど
に
よ
り
、町
の
活

性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
、多
種
多
様
な
人
材

の
参
画
や
企
業
等
の
誘
致
を
進
め
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
町
の
価
値

を
生
み
出
し
、町
の
活
性
化
と
人
口

増
加
対
策
、新
し
い
人
の
流
れ
を
つ

く
る
こ
と
を
重
点
と
す
る
町
づ
く
り

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

　
ま
た
、昨
年
９
月
の一般
質
問
で
工

業
誘
致
奨
励
条
例
施
行
規
則
の
見
直

し
を
考
え
る
と
答
弁
さ
れ
た
が
、進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

地
方
創
生
の
取
り
組
み
と
し

て
、多
種
多
様
な
人
材
の
参
画

促
進
や
企
業
誘
致
の
推
進
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
新
た
な
価
値
の
創
出
、

町
の
活
性
化
と
人
口
増
加
政
策
、関

係
人
口
や
交
流
人
口
の
増
加
を
重
点

と
す
る
持
続
可
能
な
町
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

工
業
誘
致
奨
励
条
例
施
行
規
則
の

見
直
し
及
び
企
業
等
の
誘
致
に
つ
い

て
は
、規
則
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、現
在
の
と
こ
ろ
そ

こ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、企
業
誘
致
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
し
て
、活
力
あ
る
地
域
社
会
を
将

来
に
渡
り
実
現
し
て
い
く
た
め
の
、

地
域
活
性
化
対
策
と
し
て
一
次
産
業

の
担
い
手
確
保
や
起
業
家
支
援
事
業

に
よ
る
新
規
開
業
へ
向
け
た
支
援
な

ど
、各
団
体
、関
係
法
人
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

再　
質　
問

国
内・道
内
か
ら
こ
の
日
本
海

を
望
む
景
観
の
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ

ン
沿
い
の
町
、遠
別
町
を
全
国
の
町

か
ら
選
び
、こ
こ
で
起
業
し
た
い
と

思
わ
れ
て
い
る
方
が
い
た
ら
こ
の
町

に
来
て
、開
業
、起
業
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
、特

段
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

　
規
則
の
改
正
だ
が
、こ
の
規
則
は

古
い
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、今
の
時
代
に
沿
っ
た
形
の
企
業

誘
致
条
例
、規
則
の
制
定
に
つ
い
て

考
え
を
伺
う
。

地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、そ
の
支
援
の
在
り
方
、そ
れ

か
ら
、遠
別
町
が
持
つ
夕
日
や
、景
観

の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、私
も
認

識
し
て
お
り
、ま
た
、そ
こ
に
意
欲
を

持
っ
て
る
人
が
い
る
こ
と
も
、理
解
を

し
て
い
る
。そ
う
い
っ
た
中
で
、ど
う

進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、前
向
き
に
考
え
て
い
る
の
で
、

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

工
業
誘
致
奨
励
条
例
は
、昭
和
30

年
制
定
で
、条
例
の
改
廃
、そ
し
て
さ

ら
に
、新
た
な
制
定
と
い
う
よ
う
な
形

に
す
る
べ
き
な
の
か
、今
あ
る
起
業
化

支
援
補
助
金
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る

の
で
、も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た

い
。う
ち
の
町
に
あ
る
財
産
を
有
効
に

活
か
す
こ
と
は
、必
要
だ
と
思
っ
て
い

る
の
で
前
向
き
な
気
持
ち
の
中
で
進

め
て
い
き
た
い
。

答

答

答
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総務産業・文教厚生常任委員会町内所管事務調査（事情聴取）

　コロナ禍の令和 2年 4月 24 日にオープンし、集客への
影響が余儀なくされる中、令和 2年度は 133,058 人、令
和 3年度は 154,655 人、令和 4年度は 8月末時点で前年
対比 120％となる 104,673 人の利用者数となっている。
　当初、テナントを入れての運営を考えていたが、募集に
対し応募が 1店であり、直営でラーメン店とレストランの
営業をしている。現在の課題は人材不足であり、当初 13
名での運営予定が、現在 9名であり、募集しても応募がな

い状況で、早急に対応したいとの事である。
　また、運営当初は夜の会食も計画していたが、オープン時からコロナ禍で実施できてない。
今後は実施したいが、トイレが 24時間利用のトイレしかなく、利用するには売店側を開放す
る事になるため、閉店後の入館対策等が必要となり、会食用トイレがないと実施が難しいとの
ことである。町と協議し当初の計画どおりに実施していただきたい。
　町の観光施設の拠点となる道の駅の運営管理については、コロナ禍で集客が厳しい中、100
円ショップを入れるなど集客に努力されている。今後も町民をはじめ利用者に愛される道の駅
運営に努めていただきたい。

総務産業常任委員会 －道の駅「えんべつ富士見」の指定管理状況について－（９月１５日実施）

　昭和 54年度に建設され、その後、平成 5年度に照明設
備が完成、平成 6年度から夜間練習やナイター試合が可能
となった。
　令和 3年度利用者は 2,156 人、夜間照明は、39 時間の
利用、野球場及び照明設備の使用料収入は 65,760 円。
　令和 3年度は、野球少年団、大人の草野球チーム、町内
の連合チームの練習、そのほかに、小学生の大会と東日本
軟式野球（1部）留萌支部予選大会の利用があった。

　野球場は建設から 43年経過し、大規模な補修等を行っていないこともあり、老朽化が著しく、
錆びなどの腐食が全体に進んでおり、観覧席にいたっては、現在、立入禁止となっている。
　照明設備利用者には、コインを投入する自動点灯盤が故障しているため、現在、キュービク
ルに直接スイッチを入れる方式をとっているが、電気保安協会からは高圧電流が流れているた
め、どこかに触れてしまうと感電し、命に関わる危険性があると聞いているとのことである。
　グラウンドは、雪融けの時期や大雨などの際に冠水することがあり、今年も 8月 8日の大雨
の際、砂が流れでた状態である。グラウンドの整備を求める声もあるため、改善の必要性を検
討する必要がある。
　改修費用は、バックネット支柱塗装とネット交換で 600 万円、フェンスを金網にすると 1,000
万円を超える試算である。
　教育委員会としては、長寿命化計画の中で順番に直していきたいとのことである。
　今回の調査の中で、危険箇所が数箇所あると管理する教育委員会が認識しており、危険箇所
は修繕し、特に自動点灯盤は生命の危険があるとのことであり、早急の対策が必要である。
　本町は、「さわやかスポーツの町」宣言もしており、修繕をしながら使用者の安全に配慮し、
適切な管理運営に努めていただきたい。

文教厚生常任委員会 －野球場の利用・管理状況と今後について－（９月１５日実施）
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議
員
定
数

現
状
の
９
名
か
ら

１
名
減
の
８
名
へ

●
議
員
定
数
に
つ
い
て

　

過
去
の
議
員
定
数
の
検
討
内

容
、
現
在
の
遠
別
町
の
人
口
と
有

権
者
数
及
び
今
後
の
推
移
予
想
や

留
萌
管
内
の
状
況
並
び
に
道
内
に

お
け
る
状
況
等
、
ま
た
、
各
議
員

に
よ
る
町
民
の
声
の
聞
き
取
り
な

ど
を
も
と
に
検
討
・
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

定
数
現
状
維
持
の
意
見

・
本
町
の
議
会
議
員
選
挙
は
、
立

候
補
者
が
定
数
以
上
出
て
い
る
。

若
い
世
代
が
出
ら
れ
る
よ
う
に

間
口
を
開
き
、
定
数
減
に
す
る

の
は
、立
候
補
者
が
定
数
を
割
っ

て
か
ら
で
よ
い
。

・
本
町
に
は
多
種
多
様
な
産
業
が

あ
る
。
議
員
を
減
ら
す
と
多
種

多
様
な
産
業
か
ら
の
声
を
拾
い

上
げ
る
対
応
が
お
ろ
そ
か
に

な
っ
て
し
ま
う
。

定
数
削
減
意
見

・
近
隣
町
村
の
人
口
や
議
員
数
な

ど
も
鑑
み
て
１
名
減
。

・
人
口
が
減
っ
た
か
ら
、
そ
の
都

度
、
議
員
を
減
ら
す
の
で
は
な

く
、
こ
れ
以
上
減
ら
す
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と

も
含
め
、
２
名
減
。

　
検
討
の
結
果
、
定
数
減
が
現
状
維

持
を
上
回
り
、
委
員
会
と
し
て
１
名

減
の
８
名
と
す
る
。

●
常
任
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　
現
在
『
総
務
産
業
常
任
委
員
会
』

と
『
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
』
の

２
つ
の
常
任
委
員
会
を
設
置
し
て

い
る
が
、
合
同
で
活
動
す
る
機
会

が
多
く
な
っ
て
お
り
、
留
萌
管
内

に
お
い
て
も
議
員
定
数
が
８
名
の

議
会
で
は
常
任
委
員
会
が
１
つ
と

な
っ
て
い
る
。

　

常
任
委
員
会
を
１
つ
に
し
、
活

動
し
た
ほ
う
が
合
理
的
で
は
な
い

か
と
の
検
討
・
協
議
を
行
っ
た
。

　

検
討
の
結
果
、
常
任
委
員
会
を

１
つ
と
し
、
名
称
を
『
総
務
産
業

常
任
委
員
会
』
と
す
る
。

　
本
特
別
委
員
会
で
検
討
し
た
結

果
に
基
づ
き
、
令
和
４
年
12
月
12

日
開
催
の
定
例
会
に
条
例
改
正
の

議
案
を
提
出
し
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
た
。

●
議
員
定
数
条
例
の
改
正

　

現
状
の
９
名
か
ら
１
名
減
の
８

名
と
す
る
。

　

適
用
は
、
令
和
５
年
１
月
１
日

以
後
に
行
わ
れ
る
一
般
選
挙
か
ら

施
行
す
る
。

●
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

　

常
任
委
員
会
を
１
つ
と
し
、
名

称
は
『
総
務
産
業
常
任
委
員
会
』

と
す
る
。

　

適
用
は
、
令
和
５
年
１
月
１
日

以
後
に
行
わ
れ
る
一
般
選
挙
か
ら

施
行
す
る
。

●
議
員
報
酬
と
議
会
選
出
監
査
委

員
に
つ
い
て

　

検
討
し
て
お
り
、
３
月
議
会
で

報
告
の
予
定
で
す
。

　

９
月
定
例
会
で
設
置
し
た
議
会

改
革
検
討
特
別
委
員
会
で
協
議
し

た
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
本
特
別
委
員
会
は
、
10
月
17
日
、

11
月
７
日
、
12
月
12
日
に
会
議
を

開
催
し
、
検
討
・
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

検
討
内
容
は
、
議
員
定
数
と
常

任
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
、
検
討
結
果
は
下
記
の
と

お
り
で
あ
り
ま
す
。

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会
の

協
議
結
果
に
つ
い
て
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シリーズ

◎遠別町の住民をピックアップし、まちの印象や、行政、議会に対しての思いなどをインタビュー
し、議会活動に役立ていきます。

　2018年に開業し菊芋の販売をしている菊之助本舗の島内さん、菊芋生産者髙橋農場の髙橋さん、　2018年に開業し菊芋の販売をしている菊之助本舗の島内さん、菊芋生産者髙橋農場の髙橋さん、
菊之助本舗の販売を担当するNPO法人えんおこの塩見さんに話を伺いました。菊之助本舗の販売を担当するNPO法人えんおこの塩見さんに話を伺いました。

菊芋ってどういう食物？
　イヌリンという水溶性の食物繊維が多く含まれ、近年ではスー
パーフードとして、腸内環境を整える、血糖値の上昇を抑える効果
が期待できるなど注目されている食材です。菊之助本舗では、遠別
町の髙橋農場、八巻農場で生産された菊芋（赤菊芋）を全国の方々
にお届けしています。

菊之助本舗を起業しようとしたきっかけは？
　菊之助本舗を起業したのは２０１８年で、今までは冬場の１１月
から３月、４月くらいまでが生の菊芋の販売できる時期だった。年
間通して生の菊芋を出荷できないかと思ったのがきっかけです。そ
の矢先に、廃棄処分される冷蔵コンテナを入手し、修理をして使用
することにより、長期保管が可能となったそうです。 
　６月頃になると生の菊芋を取り扱っているのは、国内では菊之助
本舗だけだそうです。

菊芋生産で苦労しているところは？
　化学肥料を使わずに有機肥料を養分として育てていて、毎年、試
行錯誤でやっている。株間を広くしてみたり、狭めればどうなるかな
ど、これでよしっていうのはまだ確立できていないとのことです。
　完熟に近い堆肥が近間で手に入るので、そういうものを利用しな
がら反当りの収量をもっと増やすのが、今のところの課題です。

菊芋を食べたことがないけどどういう食べ方をしたらいい？
　島内さんご自身は、生でサラダとして食べたり、サンドイッチにほかの具材
と挟んで食べたりしているそうです。
　また、千切りにしてキンピラに入れるとゴボウとほとんど変わらないとおっ
しゃられていました。この機会に菊芋を食べてみてはいかがでしょうか。

菊之助本舗の商品はどこで購入できる？
　ふるさと納税とネット販売のほかに、トドック、
西條デパート系列の Q マートなどで販売してい
ます。町内ではクニベドラッグ、道の駅で「菊芋
ちっぷす」と「菊芋の粉」を販売しています。
　また、生の菊芋の購入を希望する方がおられ
ましたら下記にご連絡いただけると対応いただ
けるそうです。

（菊之助本舗 ☎ 050-3749-2400　AM10：00 ～ PM5：00）

えんべつ町民 独占インタビュー Vol.13

議会からのたより（第 52号）の訂正
　議会からのたより（第 52 号）の、えんべつ町民 独占インタビューにおいて、タイトル横の号数が vol.11 となっ
ておりましたが正しくは vol.12 でした。訂正しお詫びいたします。

菊之助本舗　島内 一彦 さん

髙橋農場　髙橋 義春 さん

NPO 法人えんおこ
塩見 記正 さん
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議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
次の定例会は３月６日頃 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）
　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくはテレビ電話でご確認ください。

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会
委 員 長　　小森　嘉孝
副委員長　　山下　　悟
委　　員　　白井　金治

あとがき（白井委員）
　近頃、異常気象・終息が見えぬコロナ感染症等異変を
感じています。
　脱炭素化やデジタル化といった社会変革の動きの本格
化や、世界的な食料需給を巡るリスクの顕在化を踏まえ
「エネルギー」「デジタル」「食料」への対応がより大切
になります。
　ICT や AI、ロボットの未来技術などを活用した社会の
実現に希望に満ちた素晴らしい年を望むところです。
　今回で、私ども委員での最後の議会からのたよりの編
集となりますが、愛読していただき、ありがとうございま
した。
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